
    ～ 地域と保護者と学校でつくる しなやかな子どもたち、温かい地域 ～ 

 

盛夏。夏休みを前に、小学校では、子どもたちの元気な声と、セミのジリジリ、ミ

ーンミーンという鳴き声が響き渡っています。この頃は３５℃近くの気温もめずらし

くなくなりましたが、教室ではエアコンとファンが常に稼働しているため、快適な室

温が保たれています。マスクを外す機会も増え、豊かな表情が戻ってきています。 

 ふじきた富士中央小通信では、地域と富士中央小学校の様子を紹介していきます。 
 
 
 

コミュニティ・スクールとなって３年目を迎えました 

富士市では、市内の小中学校３５校が、コミュニティ・スクールと制定されています。一番最初に制定さ

れた富士川第二小学校は７年目、富士中央小学校は３年目を迎えました。 

コミュニティ・スクールが何のために制定されているのか、紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校は、各地区に１校あります。地域の活動拠点まちづくりセンターも各地区に１つあります。 

コミュニティを形成するなら、まちづくりセンターだけで十分じゃないか、とお考えの方もいらっしゃるかも

しれません。しかし、富士市が小中学校をコミュニティ・スクールとする理由は、子どもの教育活動に、保護

者を含む地域の皆さんも参加していただき、学校が拠点となって、将来につながるコミュニティが形成され

ることを目指しているからです。 

そして、コミュニティ・スクールは、「学校運営協議会」 を持っています。富士中央小学校では、年に３

回、学校運営協議会を開催し、学校と地域の代表の方で様々な協議をしています。 

しなやかな子どもの成長のために、お力添えとご参加をよろしくお願いします。 

 

第 1回学校運営協議会：小学校の樹木剪定・環境保全について話し合いました 

昨今の高温多湿化に伴い、樹木や雑草の成長が早く、蜂が大量発生しやすくなりました。現在、松本区

にお住まいの大村さんを中心に、樹木の剪定や、防虫剤散布を進めてくださっていますが、敷地は広大な
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ため、人手が足りない状況です。花壇の世話も、園芸委員の子どもたちが中心となって行ってくれています

が追いつかない状況です。 

このことを協議会で議題として協議しました。その結果、「市への働き掛けや PTA 奉仕作業を行いつつ、

地域や保護者に地道に声を掛けていこう。」という意見が出ました。 

そこで、６月の回覧板で“ふれあい協力員”の募集をさせていただきました。午前中の１時間だけという

活動でも構いません。お力を貸していただける方は、小学校まで連絡をよろしくお願いします。 

60-1211 担当：CSディレクター 西澤 

 

令和５年度 富士中央小学校 学校運営協議会委員紹介  （*は新任委員） 
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 * 富士北まちづくりセンター長 
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  富士北地区 こども安全見守り隊  望月
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 * ふれあい協力員  （CS はコミュニティ・スクールの略です） 

 

PTAから地域へ 

富士北地区にお住まいの方の中には、富士中央小学校の卒業生であったり、PTA 会員として活動され

たりしたことがある方がたくさんいらっしゃると思います。 

その PTAの活動を紹介し続けてきたPTA新聞「うるおい」の１００号が、先日発行されました。本当に

おめでとうございます。富士中央小学校が創立３０周年を迎える年に、１００号が発行されたことに歴代の

会員の皆さまのお力を感じます。 

現在、富士中央小学校PTAの役員の方たちは、子どもたちの安

全や充実した学校の教育活動を維持しながら、会員の負担を軽減

しようと検討を重ねられています。 

その一例として、生活指導部主導で、学区内９か所に、黄色の横

断旗が設置されました。設置場所としては、朝の登下校見守りの際

に保護者が立つ横断歩道が選ばれました。会員は、見守りの際にこ

の横断旗を使用すればよいので、今までのように旗などの当番グッ

ズを回覧する必要がなくなり、活動のスリム化が図られました。 

この横断旗は、地域のどなたでもご利用できます。また、旗を利用することで、車の運転手から横断す

る人がよく見えるようになります。地域の安全にもつながるすばらしい活動です。 

 

こども安全見守り隊の新しいトレードマーク 

子どもたちの登下校の見守りをしてくださっている方に、蛍光ピンクの帽子を着用し

ていただいています。（白黒印刷のため色をお伝えできずすみません。） 

“蛍光ピンクの交通安全パトロールの帽子”が新しいトレードマークになりました。 

お問い合わせは、CSディレクター西澤までよろしくお願いします。（富士中央小学校 ０５４５－６０－１２１１） 

松本区 仲澤さん 


